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赤ちゃんにとっての「絵」
東京大学大学院教育学研究科 教授

NPOブックスタート理事

秋田　喜代美

（6） ブックスタート・ニュースレターNo.45

　赤ちゃんにとって、絵本は、読み手の語りかけてくれる
声と、目の前に広がる絵本の絵からなる世界です。電子
絵本もいろいろと出回るようになってきました。しかしま
ずは、紙の絵本との出会いが、子どもの発達から見てと
ても大事だと思います。良質の絵本の絵の色彩や筆の
タッチ、紙面構成の中で、赤ちゃんはいろいろな発見をし
ています。

　最初は絵本をつかむ、たたく、こする、口を近づけてみ
るなど、物としての絵本に興味を示し、絵に対していろい
ろな探索行動をする時期があります。この「物としての絵
本」との関わりが、絵本の頁をめくることや、絵本と外界
のものを探索する興味へとつなぐなど、とても大事な意
味を持っています。そして１歳半頃から、親が指をさして
語りかけるだけではなく、赤ちゃん自身が絵を指さすよう
に変わってきます。つまり、絵を対象として触ろうとする
ところから、親と子で一緒に見て共有するものとしての
絵へと、変化していくわけです。

　ブックスタートパイロットスタデイの共同研究をさせて
いただいた、川村学園女子大学菅井洋子先生の最近の

研究では、この「絵への指さし」から、お母さんやお父さ
んがいろいろなことに気づかれる様子を示しておられま
す。例えば『ちいさなねこ』という遠近法を使った絵本の
絵では、手前の猫より奥の人が小さく描かれていること
に気づいた子どもが、「ここにぶつかっちゃう？」と猫の
しっぽの奥に書かれている人を見て言ったり、大きな木
の下の方が省略されている絵を指して「とれちゃった
の？」と尋ねたりしています。大人は絵本の絵の描き方の
決まり事を知っていますが、子どもたちはそこに不思議を
感じています。そしてお母さんやお父さんは、その思いが
けない子どもの発見に「なるほど」と新たな発見をされ
るようです。

 絵本の絵に、子どもたちがどのように出会っているのか
をよく見ると、そこに確かな育ちのあゆみが見えてきま
す。１歳半頃から３歳頃までは絵本の主人公になりきっ
て動いたり、絵本の絵と同じものを見つけて持ってきた
りするのが、３歳過ぎになると絵本の絵だけに集中する
ようになってきます。絵本の絵は、子どもにとって新たな
世界を拓く窓です。何度もくりかえし絵を見て楽しむこと
で、新たな発見が生まれる時間を持ちたいですね。

16日 栃木県野木町
24日 神奈川県川崎市　

25日 徳島県上板町4月

5月

訪問記録

  9日 群馬県前橋市
15日 佐賀県武雄市
21日 埼玉県三郷市

27日 静岡県御殿場市
28日 福島県二本松市

イベント開催のお知らせ

「子ども・社会を考える」講演会シリーズＶｏｌ．2
『赤ちゃん～ゆりかごの中の科学者～』　榊原洋一

出演:　榊原洋一（小児科医・お茶の水女子大学大学院教授）
日時：　2014年7月14日（月）14：00-15：45
会場：　名古屋市青少年文化センター・アートピア
参加無料・事前申込制（定員700名）

※お申し込み方法等、イベントの詳細はウェブサイトを
ご覧ください。　www.bookstart.or.jp

ブックスタートが
全国の５割の自治体に広がりました

2001年４月に12市町村で開始したブックスタート事業。
2014年４月に実施自治体が、全国の自治体の半数を超
えました(2014年5月末現在882市区町村／全国の市区町村数
は1741／NPOブックスタート調べ)。

◀NPOブックスタート
ウェブサイトでは、
最新の実施市区町村
がご覧いただけます

赤ちゃんの幸せを願う
人たちに支えられた
活動の輪が、全国各地
に広がっています。


